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pritty_print(self)

• 名前：大倉雅史（おおくらまさふみ） 

• 所属：フリーランス 

• 活動：Kaigi on Rails（発起人、チーフオーガナイザー）、OSS活動

（Albaなど）、登壇（RubyConfTw 2025, Rails World 2025, 

Friendly.rbなど） 

• 好きなメソッド：`BasicObject#instance_eval`
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RDocとは

• Rubyに標準添付されている（別途のインストールが不要な）ドキュメ
ンテーションツール 

• HTMLドキュメントを生成する`rdoc`コマンドとコマンドラインから

ドキュメントを閲覧する`ri`ツールを同梱 

• Ruby on Railsで採用されている他、Ruby本体のドキュメントもRDoc

記法で書かれている
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YARDとは

• gemのドキュメンテーションなどに広く使われているドキュメンテー
ションツール 

• 標準ではないので別途インストールが必要 

• `@param`などを使った記法であり、独自の型記述も可能 

• RDocもパースすることができる 

• 個人的にもYARDを使うことが多い





ツールの分断





2023年
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その時点でのおおくらの考え

• ドキュメントを書くのは楽しくない 

• 既存のドキュメンテーションツールには問題がある 

• RDocもYARDもメンテナンス状況が良くない（最新のRubyの文法
に対応し切れていないなど） 

• 色々とアイデアがある（RSpecからドキュメント作れない？とか） 

• 新しいドキュメンテーションツールを作って全部統合だ！



やりたいこと： 
ツールの統合と、 
機能の追加



2024年 
RubyKaigi 2024



Stan Lo (st0012)

“新しいドキュメンテーションツー

ルを自分で作るより、RDocをメン
テナンスすれば、どうやって使って
もらうかを考える必要がなくなる
し、ツールが新しく増えるだけには
ならない”



https://xkcd.com/927/ 
CC BY-NC 2.5

https://xkcd.com/927/


…はい



「ツールの統合は
RDocを中心にし
て行おう」



YARDとは（再掲）

• gemのドキュメンテーションなどに広く使われているドキュメンテー
ションツール 

• 標準ではないので別途インストールが必要 

• `@param`などを使った記法であり、独自の型記述も可能 

• RDocもパースすることができる 

• 個人的にもYARDを使うことが多い



YARDで 
いいのでは？



RDoc > YARD



なぜRDocなのか

• 標準添付されているので別途のインストールなどが不要 

• RDocはなくなることはない 

• CRubyのソースコード内のドキュメントを解釈できるのはRDocのみ 

• YARDのメンテナンス状況が不安 

• 大きめの改善も最近は少ないし、メンテナンスは基本個人がしてい
る



2024年9月 
プロジェクト採択





拡張機能基盤



プロジェクト当初の考え

• 開発者によってドキュメンテーションツールに必要とする機能は異な
るという仮説 

• 様々なニーズに対して拡張機能基盤を作ることで対応 

• 将来的に様々な拡張機能を実装する予定 

• YARD形式のコメントをドキュメントに変換する機能も拡張機能の
一つとして実装したい



課題： 
拡張機能基盤の 
インターフェース



https://github.com/
ruby/rdoc/
discussions/1257
Proposal: RDoc extension system 

当時考えていたことを雑に書いた
ディスカッション



メンターの 
須藤さんと 
相談



拡張機能同士を 
疎結合にしたい



当初のアイデア

• RDoc本体が各タイミングでイベントを発火 

• 拡張機能はイベントを受け取り処理をする 

• PubSubっぽい仕組み



https://github.com/
ruby/rdoc/pull/
1321
イベント駆動拡張機能基盤の実装、
具体的な拡張機能として簡易的な
YARDパーサーも実装



大失敗



私がしてしまった失敗

• RDocメンテナの実際のニーズや懸念に応えていない 

• 拡張機能基盤のコンセプトはともかく、インターフェースは一度決
めると変更が困難なので、軽々しく決定できない 

• 実際の拡張機能を先に作ってそこからインターフェースを決めたい 

• 目の前の問題を解決できない 

• 拡張機能基盤は遠回りになる



どうすればよかったか

• 先にYARD対応を単体でやるべきだった 

• そこから知見を抽出できる 

• もっと早めに動くべきだった 

• 気づいたときには2025年の3月 

• プロジェクトはほぼ終わりの時期





2025年4月



RDocのメンテナ 
と相談する



RubyKaigi 2025 
コード懇親会



@ktou 
@st0012 

@vinistock



このとき話したこと

• 拡張機能基盤どうする？ 

• YARD対応をどう進める？



https://github.com/
ruby/rdoc/issues/
1344
改めてRDocとしてほしいものをま

とめ直したissue



このissueで決まった方針

• 拡張機能基盤は一旦放棄する 

• まずいくつかのYARDタグを先行して実装する 

• 残りのタグは先にRDoc側の機能を追加する必要があるため 

• 型に関してはRBSのサポートを優先する 

• YARDの独自記法はサポートされない可能性もある



YARD実装の方針

• rdoc gemはyard gemに依存できない 

• YARDタグのパースは手書き 

• RDocにはtomdocというフォーマットをサポートするための仕組みが
あるので、流用できるかも



2025-08-26



https://github.com/
ruby/rdoc/pull/
1416
`@yield`, `@private`, `@api private`を

実装し、RDocの同等機能であるか
のように振る舞うようにした 

拡張性は特段考慮せず、一番短い実
装を選択 

CIが通った（今日）



今後の課題と 
やりたいこと



RDocでやりたいこと

• YARD対応を完成させる 

• yard gemを使わないでYARD形式のコメントからHTMLドキュメン
トを生成できる状態にする 

• 他のドキュメンテーションツールから良い所を抽出する 

• Sphinx, TypeDoc, RustDoc, Docusaurus, etc. 

• 特にdoctestはRubyコミュニティに受け入れられるのか興味あり





特にClaude Code 
（2025年4月）



やれることが 
増えた…？



生成AIが助けになりそうなこと

• 網羅的なテストスイートの作成 

• 複雑な既存コードの読解補助 

• 他のツールの調査



謝辞



メンターの須藤さん 
Rubyアソシエーションの皆様



ありがとうござい
ました！！！！！



今後もRDocに 
取り組んで 
いきます


